












RESEARCH OF EXTRACTING THE CHARACTERISTICS OF MUSIC BASED ON SCORE DATA 
 
米倉弥伸 





There are various approaches to music analysis. The reason for conducting this research is to consider the 
feasibility of a system that contributes to the support of human creators’ music composition activities by 
analyzing the music, accumulating the results of the analysis as a knowledge graph, and developing it. In this 
research, we perform music analysis using MusicXML structured data and accumulating the results of the 
analysis. 































































































ーグとなっている．1 つの組曲はそれぞれ 6 曲で構成さ
れ，組曲 6 つで合計 36 曲となる．解説書[3]による舞踏曲
それぞれの特徴を表 2 に示す． 
 
表 2 各楽曲の特徴 
前奏曲 即興的な自由な形式なものが多い 
アルマンド 4 分の 4 拍子で中庸な速度をもった舞
踏曲 
クーラント 4 分の 2 拍子で力強い舞踏曲 
サラバンド 4 分の 3 拍子，あるいは 2 分の 3 拍子に
よる極めて緩やかな舞踏曲 
メヌエット 4 分の 3 拍子で典雅な舞踏曲 
ジーグ 8 分の 3 拍子，あるいは 8 分の 6 拍子，










MusicXML 形式の記述例を図 1 に示す． 
 
 
図 1 MusicXML での記述例 
 
図 1 に示したように，note タグは子として pitch タグや
duration タグなどを持ち，pitch タグは子として step タグ













の例を図 2 に示す． 
 
 
図 2 主旋律データの例（組曲第 1番前奏曲冒頭 3小節） 
 
図 2 において，主旋律データは音名と音価で 1 つのタプ
ルとし，1 小節ごとで 1 つのリストとしている．また，オ
クターブを示すために中央の「C」の音を基準として基準





がある．[5]図 3 に音階の例を示す． 
 
 
図 3 音階の例 
 
音階は，最初の音から第 I 音，第 II 音，第Ⅲ音，と順に呼
ぶ．音階それぞれの音の特徴を表 3 に示す． 
 
表 3 音階の各音の特徴 
第Ⅰ音 主音．音階の基点となる最も重要な音． 
















n-gram とは，任意の文字列や文書を連続した n 個の文字
や単語で分割する方法である．例として，「A A B D C A」
という音階の文字列の時，次のように分割できる． 
 
bi-gram（n=2）：「A A」「A B」「B D」「D C」「C A」 

















として，文字列 A が「A B C D E F」，文字列 B が「B B 
D E E F」の時，Levenshtein 距離は以下のようになる． 
 
「B」を「A」に置換：「A B D E E F」 
「C」を挿入：「A B C D E E F」 
「E」を削除：「A B C D E F」 
→Levenshtein 距離：3 
 
 2 つのフレーズ a と b があった時，a と b の Levenshtein
距離を editdist（a，b）とすると a と b の類似度は次の式
で求める． 
 
   𝑠𝑖𝑚$𝑎，𝑏' = 	1 −	,-./-.0/$1，2'
314$|1|，|2|'
     （1） 
 
あるフレーズに対し，テーマとの類似度が 0.4 以上または












図 4 組曲第 1 番の音階の分析結果 
 
 
図 5 各組曲の前奏曲の音価の分析結果 
 
 
図 6 各組曲のジーグの音価の分析結果 
 


















スタリングの結果を図 7 に，音価の 5-gram でのクラスタ
リングの結果を図 8 に示す． 
 
 
図 7 音名の 7-gram でのクラスタリング 
 
 
図 8 音価の 5-gram でのクラスタリング 
 










して，組曲第 1 番のフレーズの分析結果を表 4 に，各前
















表 5 各組曲の前奏曲のフレーズ分析結果 
第 1 番 A，A’，A’，A’，A’，A’，A’，A’，A’，A’，
B 
第 2 番 A，A’，A’，A’，A’，A’，A’，A’，A’，A’，
A’，A’，A’，A’，A’，B 
第 3 番 A，A’，A’，A’，A’，A’，A’，A’，A’，A’，A’，
A’，A’，A’，A’，A’，A’，A’，A’，A’，B，B’，
B’ 
第 4 番 A，A’，A’，A’，A’，A’，A’，A’，A’，A’，
A’，A’，A’，A’，A’，A’，A’，A’，A’，A’，
A’，A’，A’ 
























た表現を行う．RDF トリプルによる表現の例を図 9 に示
す． 
 
図 9 RDF トリプルによる表現例 
 
図 9 では，「phrase1」が主語，「theme」が述語，「A」
が目的語となり，「phrase1 は A という theme である」を
示すものとなる． 








表 6 組曲第 1 番前奏曲でのトリプルデータ例 
phrase1 theme A 
note1 step A 
note1 duration 0.25 
note1 position phrase1-1 
note2 step E 
 
表 6 より，フレーズ 1 は「A」のテーマである．また，音
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